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12
月
定
例
会
で
は
服
部
誠
太
郎
県
政
で
初
の
当
初
予
算
と
な

る
「
令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成
の
基
本
方
針
」
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。
並
行
し
て
次
の
新
型
感
染
症
感
染
拡
大
に
備
え
、

第
５
波
時
の
県
の
対
応
の
総
括
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
、
令
和
３
年
４
月
以
降
重
症
病
床
も
含
め
２
倍

近
く
に
増
床
し
、
入
院
の
必
要
な
方
の
た
め
の
体
制
強
化
及
び

宿
泊
療
養
施
設
確
保
と
24
時
間
体
制
の
医
師
や
看
護
師
の
常
駐
、

そ
し
て
消
毒
方
法
の
改
善
等
の
取
り
組
み
を
行
い
、
ピ
ー
ク
時

の
稼
働
率
を
上
げ
て
病
床
へ
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
事
で
こ
れ
か
ら

の
感
染
拡
大
に
備
え
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
新
福
岡
県
立
美
術
館
に
つ
い
て
は
、
県
民
の
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
国
内
外
に
誇
れ
る
も
の
と
す
る
よ
う
質
し
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
、
隣
接
す
る
日
本
庭
園
が
一
つ
の
絵
画
と
な
り
美

術
館
の
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、
来
館
者
が
庭
園
を
訪
れ
る

相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、
茶
室
に
必
要
な
改
修
を
行
い
、

茶
会
館
の
建
て
替
え
を
検
討
し
て
い
く
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
の
現
状
を
鑑
み
、
農
業
者
や
漁
業
者
の
方
々
が

深
刻
な
影
響
を
直
接
受
け
る
原
油
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て
質

し
ま
し
た
。
知
事
も
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
の
認
識
で
、

県
と
し
て
ハ
ウ
ス
な
ど
の
省
エ
ネ
施
設
の
整
備
支
援
や
漁
港
整

備
及
び
省
エ
ネ
型
漁
船
エ
ン
ジ
ン
・
ノ
リ
乾
燥
機
の
導
入
を
支

援
し
、
生
産
者
の
経
営
安
定
に
努
め
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

こ
の
他
、
北
九
州
空
港
の
機
能
強
化
、
苅
田
港
や
新
松
山
地

区
の
今
後
の
取
組
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
取
組
、
保
健
所
の
機

能
強
化
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
、
教
育
問
題
等
、
福

岡
県
の
未
来
の
た
め
に
幅
広
く
質
問
し
、
回
答
を
得
ま
し
た
。

人
財
育
成
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
服
部
誠
太
郎
知
事
の
選

挙
公
約
を
次
期
総
合
計
画
、
来
年
度
予
算
編
成
、
行
政
改
革
大

綱
へ
ど
う
反
映
す
る
か
方
針
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

盛
り
込
む
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
は
、
今
後
の
感

染
拡
大
に
備
え
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
医
療
体
制
の
整
備
、

自
宅
待
機
者
へ
の
支
援
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
保
健
所
職
員
の
過
重
労
働
の
軽
減
に
努
め
る
こ
と
が
示
さ

れ
、
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
地
域
公
共
交
通
機
関
支

援
の
た
め
、
広
域
の
旅
行
需
要
の
喚
起
を
目
指
す
こ
と
や
非
接

触
型
決
済
機
器
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
導
入
を
促
す
旨
を
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

知
事
は
、
新
県
立
美
術
館
に
つ
い
て
は
、
そ
の
独
自
性
の
発

揮
と
福
岡
市
美
術
館
と
の
連
携
を
目
指
す
他
、
若
手
芸
術
家
の

活
動
の
場
の
拡
大
を
検
討
す
る
こ
と
、児
童
相
談
所
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
専
門
性
の
向
上
を
図
り
、
一
時
保
護
所
で
の
子
ど
も
の

学
習
指
導
を
工
夫
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
球

温
暖
化
に
対
し
、気
候
変
動
に
応
じ
た
農
業・漁
業
支
援
、さ
ら
に
、

電
力
の
広
域
融
通
を
可
能
と
す
る
地
域
間
連
系
線
の
拡
充
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
に
努
め
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
促
進
の
た
め
、
知
事
、
教
育
長
、

警
察
本
部
長
か
ら
職
場
環
境
整
備
を
進
め
る
と
の
回
答
を
得
る

と
と
も
に
、
超
過
勤
務
が
多
い
教
員
の
勤
務
時
間
管
理
の
厳
格

化
と
学
校
行
事
の
精
選
、
部
活
動
指
導
員
の
導
入
な
ど
に
努
め

る
と
教
育
長
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
知
事
か
ら
は
、
36

協
定
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
私
立
小
中
高
校
へ
の
指
導
を
行
う

旨
の
発
言
を
得
ま
し
た
。

今
回
の
代
表
質
問
は
、①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
予
算
編
成
と
財
政

問
題
、②
民
主
主
義
に
関
わ
る
諸
課
題
、③
そ
の
他
の
県
政
課
題

の
３
本
柱
で
構
成
し
ま
し
た
。

①
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
予
算
規
模
が
大
き
く
膨
張

す
る
中
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
予
算
編
成
を
行
う
の
か
、
ま
た
、

巨
額
の
財
政
負
担
が
今
後
県
財
政
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
く

る
の
か
、
県
民
の
関
心
が
高
い
分
野
と
考
え
、
服
部
誠
太
郎
知

事
に
質
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、
予
算
編
成
に
つ
い
て
、「
施

策
の
必
要
性
や
費
用
対
効
果
等
を
し
っ
か
り
検
証
し
た
う
え
で
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
」
し
て
い
く
、
財
政
負
担
に

つ
い
て
、「
計
画
的
に
財
政
健
全
化
を
進
め
、
地
域
経
済
の
立

て
直
し
に
よ
り
税
源
を
か
ん
よ
う

涵
養
し
、
基
金
残
高
の
回
復
」
を
図
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

②
に
関
し
て
は
、
先
般
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
関
連
し
、
投
票

率
や
期
日
前
投
票
、
選
挙
公
報
な
ど
、
選
挙
が
民
主
主
義
の
重

要
な
基
盤
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
選
挙
管
理
委
員
長
に
質
問
。

ま
た
、
将
来
の
主
権
者
を
育
て
る
観
点
か
ら
、
主
権
者
教
育
や

法
教
育
に
つ
い
て
も
質
問
。
さ
ら
に
、
本
年
４
月
に
成
年
年
齢

が
20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
の
取
り

組
み
を
質
し
ま
し
た
。

③
に
関
し
て
は
、
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
限
ら
れ
た
時
間
内

で
構
成
を
考
え
、
緊
急
的
課
題
で
あ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
、
交
通
安
全
対
策
（
高
齢
運
転
や
通
学
路
）、
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
中
小
企
業
支
援
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
と
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
利

用
問
題
、
列
車
内
犯
罪
対
策
な
ど
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

今
後
も
、
県
政
発
展
の
た
め
、
重
要
な
県
政
課
題
に
つ
い
て

掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
代
表
質
問
で
は
、
令
和
４
年
度
の
予
算
編
成
に
向

け
ま
し
て
、
服
部
誠
太
郎
知
事
の
政
治
姿
勢
を
問
う
こ
と
に

重
点
を
置
き
ま
し
た
。

福
岡
県
下
の
20
歳
か
ら
64
歳
の
福
岡
県
民
５
１
３
１
人
の

方
へ
の
労
働
環
境
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
も
と

に
し
た
質
問
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
特
に
受
け
た
宿
泊

業
者
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
の
実
態
に
対
し
て
の
支
援
を
質
す

と
と
も
に
、
女
性
の
皆
さ
ん
の
職
場
環
境
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
実
態
や
子
育
て
支
援
の
脆
弱
さ
な
ど
、
職
場
に
お
け
る

ご
苦
労
を
多
少
な
り
と
も
伝
え
ら
れ
る
内
容
の
質
問
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
事
が
こ
の
４
年
間
で
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

抱
負
に
対
し
、
人
財
育
成
の
地
元
大
学
で
の
具
体
的
な
取
り

組
み
な
ど
も
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
少

子
化
が
進
む
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
結
婚
減
少
も
拍
車
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
が
取
り
組
む
解
決
策
の
具
体
的

な
提
案
を
引
き
出
す
な
ど
極
め
て
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。
教
育
長
に
対
し
て
は
、
夜
間
中
学
に
つ
い

て
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

知
事
並
び
に
教
育
長
か
ら
は
大
変
丁
寧
な
答
弁
が
あ
り
、

両
者
と
も
に
新
進
気
鋭
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
、
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
感
染
に
打
ち
勝
ち
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
本
県
の
進
む
べ
き
道
を
さ
ら
に
開
く
県
執
行
部
の
決

意
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
た
わ
が
会
派
の
代
表
質
問
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
公
明
党
県
議
団
一
丸
と
な
っ
て
県
政
発
展
に
邁

進
し
よ
う
と
心
を
固
め
た
次
第
で
す
。

令和３年 12 月定例会では議案 33 件が提出され、いず
れも原案のとおり可決、承認または同意されました。

〇予算議案　６件
・令和３年度福岡県一般会計補正予算 (第 15号 )
・令和３年度福岡県県営埠頭施設整備運営事業特別会計
補正予算 (第１号 )

・令和３年度福岡県工業用地造成事業会計補正予算(第１号)
・令和３年度福岡県一般会計補正予算 (第 16号 )
・令和３年度福岡県一般会計補正予算 (第 17号 )
・令和３年度福岡県流域下水道事業会計補正予算 (第１号 )

○条例議案　１1件
・福岡県職員の特殊勤務手当に関する条例及び福岡県職
員の給料の調整額に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

・福岡県住民基本台帳法施行条例の一部を改正する条例
の制定について

・福岡県建築都市関係手数料条例の一部を改正する条例
の制定について

・福岡県都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

・福岡県警察の組織及び定員に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

・福岡県警察関係手数料条例の一部を改正する条例の制
定について

・福岡県高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係
る信号機等に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について

・福岡県職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について

・福岡県特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

・福岡県公立学校職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

・福岡県警察職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

〇専決処分したものについて報告し承認を求める議案　１件
・財産の取得

〇工事請負契約の締結に関する議案　６件
〇人事に関する議案　２件
・人事委員会委員の選任について
・公害審査会委員の任命について

〇その他の議案　７件
・当せん金付証票の発売について
・福岡県立あまぎ水の文化村の指定管理者の指定について
・福岡県障がい者就労支援ホームあけぼの園及び福岡県
立北九州勤労青少年文化センターの指定管理者の指定
について

・福岡県平尾台自然観察センターの指定管理者の指定に
ついて

・福岡県立四王寺県民の森等の指定管理者の指定について
・都市公園の指定管理者の指定について
・旧福岡県公会堂貴賓館等の指定管理者の指定について

自
民
党
県
議
団

民
主
県
政
県
議
団

緑
友
会

公
明
党

可決された意見書
〇女性と子どもの自殺増を受け対策を求める意見書
〇シルバー人材センターの安定的事業運営のための適切な措
置を求める意見書

〇ＨＰＶワクチンの積極的勧奨の再開に関する意見書
〇ドクターヘリの安定・持続的運用への支援強化を求める意
見書

可決された決議
〇十中大雅副議長の職責放棄に関する決議

提出された議案

可決された意見書・決議


